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ソフトウエアサポート 

 処理に問題がある場合、あるいは機能追加の場合ご連絡下さい。修正致します。 

 連絡先 HelperTex@yahoo.co.jp 



概要 

 本ソフトウエアは、反射率測定などのダイナミックレンジの大きな測定で 

  回折強度の大きい範囲に対しアッテネータを用いて測定し、回折強度の低い部分はアッテネータを外し 

  て測定した分割データを 1 つのファイルに纏めるソフトウエアである。 

  分割数は最大３範囲をサポートします。 

  又、長時間の測定に対し、試料に照射されるＸ線が変動する場合の補正をモニターカウンタ法で 

  測定されたファイルに対し、補正をサポートする。 

  

仕様 

 入力データはＡＳＣ形式の単一ファイル 

 分割ファイル数は、最大３個の回折プロファイル 

 ただし、モニターカウンタを用いた場合、回折プロファイルとモニターカンタファイルがペアにで 

 なるので、分割数は６個をサポートする。 

 データ接続ではオーバラップ範囲が必要になります。オーバラップ範囲点数は３データ以上とする。 

   

 

 

 

 

 

 

 

  

データ処理ではファイルを読み込むと、全ての測定間隔を最初の測定間隔に合わせる。 

回折強度はｃｐｓ単位に変換される 

 変換されたＡＳＣファイルの各種条件（スリット幅など）は継続されない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



プログラムの起動 

 C:¥CTR¥bin¥SlitAttAbsDispose.jar プログラム 

 

 

 

数え落とし測定 

 反射強度の強い試料を用いて回折線を測定し、３０万ｃｐｓ近くの２θ位置にカンターを固定し 

 Ｘ線管電流を変えながら、強度測定を行う。 

 たとえば 

  

  



Ｆｏｉｌの場合 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



測定したデータの登録 

 メニューｍＡＦｏｉｌで 

 から 

 を選択 

 画面に測定したデータを書き込む 

 データの区切りはＴａｂＫｅｙにて 

 Ｘ線強度は CPS 単位で入力 



    ファイルの保存、ファイル名はｍＡ．ＴＸＴ 

   

 入力が終了したら、ｓａｖｅする。ファイル名は上書きとします。 

 

 Ｅｘｉｔで 

   

 

 

 



を選択 

 が表示Ｘ線強度はｃｐ単位で入力 

  

 ５０００ｃｐｓ以下のデータでＩｏと吸収率を計算しています。 

 ３０万ｃｐｓ位の回折線に対し、アルミホイルなどで、吸収強度を測定し、ｔａｂの区切りで 

 入力する。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 ファイルはＦｏｉｌ．ＴＸＴのまま保存して下さい。 

 



 

ｆａｉｌｅ―＞ｅｘｉｔで計算結果が表示されます。 

 

横軸は、ＩｏとＵを入力データで計算し、計算したＩｏ＊Ｅｘｐ（－ｕｔ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

 で入力画面が終了し 

 

  

Ｐａｒａｍｅｔｅｒが表示される。 



 

ファイル指定 

 対象外のファイル指定では欄外にエラーを表示する。 

  

 

アッテネータ補正パラメータ 

 

ＮＯ１は分割ＮＯ１、ＮＯ２は分割ＮＯ２用吸収パレメータ 

  

 

 

 

 

 

 付属するアッテネータの吸収係数を入力する。（Ｉ０とＩを入力すればｕｔは計算できる） 

 Ｉｏ，Ｉは、数え落とし補正を行ったデータで入力してください。 

 

 

モニターカウンタ法補正を実行する。 

 

 

 分割データに対し、要度の規格化データを指定する。 

 

 

 つなぎ合わせたＡＳＣファイルファイル名が表示される。 

 



プログラムを終了する。 

説明書が表示される。 

 

テストデータ 

ファイル指定 

 とプロファイルが表示される。 

 モニターカウンタデータがある場合,モニターカンタプロファイルも表示される。- 

  

 拡大 

  

 



アッテネータ吸収を補正 

 

アッテネータの強度は、数え落とし補正後の強度として下さい。 

  

 数え落とし補正、アッテネータによる吸収補正計算が行われる 

拡大（マウス操作） 

  

 



強度の規格化（分割ＮＯを指定） 

 モニターカンタ法の補正、Ｓｌｉｔ幅補正（強度のみ）を行う。  

 

  

拡大 

  

 



正常に処理されたら、処理結果のＡＳＣファイルを作成 

 

  

 

 ファイルが作成した事が確認できます。ピークサーチソフトウエアで読み込み表示した例 

  


